
発議第２号 

 

 

   地方自治法第 180条第１項の規定により愛南町長において専決す

ることができるものの指定の一部改正について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

地方自治法第 180条第１項の規定により愛南町長において専決することがで  

きるものの指定の一部改正 

地方自治法第 180条第１項の規定により愛南町長において専決することができる

ものの指定(平成 16年 11月１日)の一部を次のように改正する。 

 第１項中「法第 243条の２の２第８項」を「法第 243条の２の８第８項」に改め

る。 

   附 則 

 この専決の指定は、令和６年６月 14日から施行する。 

 

 

  令和６年６月７日提出 

 

 

提出者 愛南町議会議員 吉村 直城 

  

賛成者 愛南町議会議員 石川 秀夫 

 

 〃     〃    吉田 茂生 

   

 

 

 

 

提案理由 

 地方自治法の改正により、引用条文の改正が必要となるため。 
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地方自治法第180条第１項の規定により愛南町長において専決することができるものの指
定 新旧対照表 

現     行 改  正  案 

次に掲げる事項については、地方自治法(昭和

22 年法律第 67 号。以下「法」という。)第 180

条第１項の規定に基づき、町長において専決す

ることができるものとして指定する。 

次に掲げる事項については、地方自治法(昭和

22 年法律第 67 号。以下「法」という。)第 180

条第１項の規定に基づき、町長において専決す

ることができるものとして指定する。 

１ 法第 243 条の２の２第８項の規定による職

員の賠償責任額の減免について町長の決定し

た金額が 10万円未満の場合 

１ 法第 243 条の２の８第８項の規定による職

員の賠償責任額の減免について町長の決定し

た金額が 10万円未満の場合 

２ 略 ２ 略 

 

 


